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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ通信のための方法であって、
　通常帯域幅キャリアシステムに関するフレキシブル帯域幅キャリアの送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を膨張させることによって、時間膨張を用いるフレキシブル帯域幅キャリアシステ
ムのブロードキャストチャネルについてのターゲットレートを識別すること、ここにおい
て、前記ターゲットレートは、前記ブロードキャストチャネルについてのスケーリングさ
れたレートよりも高く、前記スケーリングされたレートは、前記通常帯域幅キャリアシス
テムのブロードキャストチャネルについての、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステム
に対応する帯域幅スケーリングファクタによってスケーリングされたレートである、と、
　前記ターゲットレートを使用して、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムのブロー
ドキャスト情報を送信することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記ターゲットレートは、ターゲットデータレートである、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ターゲットレートは、ターゲット繰返しレートである、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの追加のブロードキャストチャネルを追加す
ることと、
　前記ターゲットレートを使用して、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの両方の
ブロードキャストチャネルを通じて前記ブロードキャスト情報を送信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ターゲットレートは、情報データレートであり、
　前記情報データレートは、前記通常帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチ
ャネルについての前記レートと実質的に同じである、
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請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルにつ
いての無線フレームサイクルにおいて送信される各情報ブロックのロケーションを利用す
ることをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線フレームサイクルにおいて各情報ブロックの前記ロケーションをスケジュール
することをさらに備える、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記情報ブロックは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）である、
請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記情報ブロックは、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）である、
請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルにつ
いての無線フレームサイクルにおける無線フレームに情報ブロックをマッピングすること
をさらに備え、前記無線フレームの持続時間は、前記帯域幅スケーリングファクタに基づ
く、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルの１
つまたは複数のプライマリ共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）に関するスケーリング
された拡散ファクタを利用することをさらに備え、前記スケーリングされた拡散ファクタ
は、前記帯域幅スケーリングファクタによって、または前記帯域幅スケーリングファクタ
の分数によってスケーリングされる、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ブロードキャスト情報は、アクセスのための信号強度情報、サービスプロバイダ情
報、および近隣セル情報のうちの１つまたは複数を含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記帯域幅スケーリングファクタは、整数値または有理数値である、
請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　データ通信のための方法であって、
　通常帯域幅キャリアシステムに関するフレキシブル帯域幅キャリアの送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を膨張させることによって、時間膨張を用いるフレキシブル帯域幅キャリアシステ
ムのブロードキャストチャネルを通じて送信されたブロードキャスト情報をユーザ機器に
おいて受信すること、ここにおいて、前記ブロードキャスト情報が受信される際のターゲ
ットレートは、前記ブロードキャストチャネルについてのスケーリングされたレートより
も高く、前記スケーリングされたレートは、前記通常帯域幅キャリアシステムのブロード
キャストチャネルについての、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムに対応する帯域
幅スケーリングファクタによってスケーリングされたレートである、と、
　前記ユーザ機器との通信の候補セルを識別するために、前記ブロードキャスト情報を処
理することと
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を備える方法。
【請求項１５】
　前記ターゲットレートは、ターゲットデータレートである、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ターゲットレートは、ターゲット繰返しレートである、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ブロードキャスト情報を受信することは、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルを通じて、
および前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの追加のブロードキャストチャネルを通
じて、前記ターゲットレートで前記ブロードキャスト情報を受信すること
を備える、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ブロードキャスト情報を受信することは、
　アクセスのための信号強度情報、サービスプロバイダ情報、および近隣セル情報のうち
の１つまたは複数を受信することを備える、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ブロードキャスト情報を受信することは、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルについての
無線フレームサイクルを受信することを備え、情報ブロックは、前記ターゲットレートに
基づいて前記無線フレームサイクルにおける無線フレームにマッピングされ、前記無線フ
レームの持続時間は、前記帯域幅スケーリングファクタに基づく、
請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記情報ブロックは、少なくとも１つのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を備える、請
求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記情報ブロックは、少なくとも１つのマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）を備える、請求
項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ブロードキャスト情報を受信することは、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルの１つまた
は複数のプライマリ共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）に関するスケーリングされた
拡散ファクタに基づいて、前記ターゲットレートで前記ブロードキャスト情報を受信する
ことを備え、前記スケーリングされた拡散ファクタは、前記帯域幅スケーリングファクタ
によって、または前記帯域幅スケーリングファクタの分数によってスケーリングされる、
請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　通常帯域幅キャリアシステムに関するフレキシブル帯域幅キャリアの送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を膨張させることによって、時間膨張を用いるフレキシブル帯域幅キャリアシステ
ムのブロードキャストチャネルについてのターゲットレートを識別するための手段、ここ
において、前記ターゲットレートは、前記ブロードキャストチャネルについてのスケーリ
ングされたレートよりも高く、前記スケーリングされたレートは、前記通常帯域幅キャリ
アシステムのブロードキャストチャネルについての、前記フレキシブル帯域幅キャリアシ
ステムに対応する帯域幅スケーリングファクタによってスケーリングされたレートである
、と、
　前記ターゲットレートを使用して、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムのブロー
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ドキャスト情報を送信するための手段と
を備えるワイヤレス通信システム。
【請求項２４】
　前記ターゲットレートは、ターゲットデータレートである、
請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項２５】
　前記ターゲットレートは、ターゲット繰返しレートである、
請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項２６】
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの追加のブロードキャストチャネルを追加す
るための手段と、
　前記ターゲットレートを使用して、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの両方の
ブロードキャストチャネルを通じて前記ブロードキャスト情報を送信するための手段と
をさらに備える、請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項２７】
　前記ターゲットレートは、情報データレートであり、
　前記情報データレートは、前記通常帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチ
ャネルについての前記レートと実質的に同じである、
請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項２８】
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルにつ
いての無線フレームサイクルにおいて送信される各情報ブロックのロケーションを利用す
るための手段をさらに備える、
請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項２９】
　前記無線フレームサイクルにおいて各情報ブロックの前記ロケーションをスケジュール
するための手段をさらに備える、
請求項２８に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項３０】
　前記情報ブロックは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）である、
請求項２９に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項３１】
　前記情報ブロックは、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）である、
請求項２９に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項３２】
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルにつ
いての無線フレームサイクルにおける無線フレームに情報ブロックをマッピングするため
の手段をさらに備え、前記無線フレームの持続時間は、前記帯域幅スケーリングファクタ
に基づく、
請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項３３】
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルの１
つまたは複数のプライマリ共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）に関するスケーリング
された拡散ファクタを利用するための手段をさらに備え、前記スケーリングされた拡散フ
ァクタは、前記帯域幅スケーリングファクタによって、または前記帯域幅スケーリングフ
ァクタの分数によってスケーリングされる、
請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
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【請求項３４】
　前記ブロードキャスト情報は、アクセスのための信号強度情報、サービスプロバイダ情
報、および近隣セル情報のうちの１つまたは複数を含む、
請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項３５】
　前記帯域幅スケーリングファクタは、整数値または有理数値である、
請求項２３に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項３６】
　通常帯域幅キャリアシステムに関するフレキシブル帯域幅キャリアの送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を膨張させることによって、時間膨張を用いるフレキシブル帯域幅キャリアシステ
ムのブロードキャストチャネルを通じて送信されたブロードキャスト情報をユーザ機器に
おいて受信するための手段、ここにおいて、前記ブロードキャスト情報が受信される際の
ターゲットレートは、前記ブロードキャストチャネルについてのスケーリングされたレー
トよりも高く、前記スケーリングされたレートは、前記通常帯域幅キャリアシステムのブ
ロードキャストチャネルについての、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムに対応す
る帯域幅スケーリングファクタによってスケーリングされたレートである、と、
　前記ユーザ機器との通信の候補セルを識別するために、前記ブロードキャスト情報を処
理するための手段と
を備えるワイヤレス通信システム。
【請求項３７】
　前記ターゲットレートは、ターゲットデータレートである、
請求項３６に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項３８】
　前記ターゲットレートは、ターゲット繰返しレートである、
請求項３６に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項３９】
　前記ブロードキャスト情報を受信するための前記手段は、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルを通じて、
および前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの追加のブロードキャストチャネルを通
じて、前記ターゲットレートで前記ブロードキャスト情報を受信するための手段を備える
、請求項３６に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項４０】
　前記ブロードキャスト情報を受信するための前記手段は、
　アクセスのための信号強度情報、サービスプロバイダ情報、および近隣セル情報のうち
の１つまたは複数を受信するための手段を備える、
請求項３６に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項４１】
　前記ブロードキャスト情報を受信するための前記手段は、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルについての
無線フレームサイクルを受信するための手段を備え、情報ブロックは、前記ターゲットレ
ートに基づいて前記無線フレームサイクルにおける無線フレームにマッピングされ、前記
無線フレームの持続時間は、前記帯域幅スケーリングファクタに基づく、
請求項３６に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項４２】
　前記情報ブロックは、少なくとも１つのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を備える、請
求項４１に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項４３】
　前記情報ブロックは、少なくとも１つのマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）を備える、請求
項４１に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項４４】
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　前記ブロードキャスト情報を受信するための前記手段は、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルの１つまた
は複数のプライマリ共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）に関するスケーリングされた
拡散ファクタに基づいて、前記ターゲットレートで前記ブロードキャスト情報を受信する
ための手段を備え、前記スケーリングされた拡散ファクタは、前記帯域幅スケーリングフ
ァクタによって、または前記帯域幅スケーリングファクタの分数によってスケーリングさ
れる、請求項３６に記載のワイヤレス通信システム。
【請求項４５】
　メモリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサを備えるワイヤレス通信デ
バイスであって、前記メモリが実行可能コードを備え、前記実行可能コードが、前記少な
くとも１つのプロセッサによって実行されると、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　通常帯域幅キャリアシステムに関するフレキシブル帯域幅キャリアの送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を膨張させることによって、時間膨張を用いるフレキシブル帯域幅キャリアシステ
ムのブロードキャストチャネルについてのターゲットレートを識別すること、ここにおい
て、前記ターゲットレートは、前記ブロードキャストチャネルについてのスケーリングさ
れたレートよりも高く、前記スケーリングされたレートは、前記通常帯域幅キャリアシス
テムのブロードキャストチャネルについての、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステム
に対応する帯域幅スケーリングファクタによってスケーリングされたレートである、と、
　前記ターゲットレートを使用して、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムのブロー
ドキャスト情報を送信することと
を行わせる、ワイヤレス通信デバイス。
【請求項４６】
　前記ターゲットレートは、ターゲットデータレートである、
請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項４７】
　前記ターゲットレートは、ターゲット繰返しレートである、
請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項４８】
　前記実行可能コードは、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの追加のブロードキャストチャネルを追加す
ることと、
　前記ターゲットレートを使用して、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの両方の
ブロードキャストチャネルを通じて前記ブロードキャスト情報を送信することと
を行わせる、請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項４９】
　前記ターゲットレートは、情報データレートであり、
　前記情報データレートは、前記通常帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチ
ャネルについての前記レートと実質的に同じである、
請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５０】
　前記実行可能コードは、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルにつ
いての無線フレームサイクルにおいて送信される各情報ブロックのロケーションを利用す
ることを行わせる、
請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５１】
　前記実行可能コードは、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記無線フレームサイクルにおいて各情報ブロックの前記ロケーションをスケジュール
することを行わせる、
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請求項５０に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５２】
　前記情報ブロックは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）である、
請求項５１に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５３】
　前記情報ブロックは、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）である、
請求項５１に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５４】
　前記実行可能コードは、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルにつ
いての無線フレームサイクルにおける無線フレームに情報ブロックをマッピングすること
を行わせ、前記無線フレームの持続時間は、前記帯域幅スケーリングファクタに基づく、
請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５５】
　前記実行可能コードは、前記少なくとも１つのプロセッサに、
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルの１
つまたは複数のプライマリ共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）に関するスケーリング
された拡散ファクタを利用することを行わせ、前記スケーリングされた拡散ファクタは、
前記帯域幅スケーリングファクタによって、または前記帯域幅スケーリングファクタの分
数によってスケーリングされる、
請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５６】
　前記ブロードキャスト情報は、アクセスのための信号強度情報、サービスプロバイダ情
報、および近隣セル情報のうちの１つまたは複数を含む、
請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５７】
　前記帯域幅スケーリングファクタは、整数値または有理数値である、
請求項４５に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項５８】
　メモリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサを備えるワイヤレス通信デ
バイスであって、前記メモリが実行可能コードを備え、前記実行可能コードが、前記少な
くとも１つのプロセッサによって実行されると、前記ワイヤレス通信デバイスに、
　通常帯域幅キャリアシステムに関するフレキシブル帯域幅キャリアの送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を膨張させることによって、時間膨張を用いるフレキシブル帯域幅キャリアシステ
ムのブロードキャストチャネルを通じて送信されたブロードキャスト情報を受信すること
、ここにおいて、前記ブロードキャスト情報が受信される際のターゲットレートは、前記
ブロードキャストチャネルについてのスケーリングされたレートよりも高く、前記スケー
リングされたレートは、前記通常帯域幅キャリアシステムのブロードキャストチャネルに
ついての、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムに対応する帯域幅スケーリングファ
クタによってスケーリングされたレートである、と、
　ユーザ機器との通信の候補セルを識別するために、前記ブロードキャスト情報を処理す
ることと
を行わせる、ワイヤレス通信デバイス。
【請求項５９】
　前記ターゲットレートは、ターゲットデータレートである、
請求項５８に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６０】
　前記ターゲットレートは、ターゲット繰返しレートである、



(8) JP 2016-510184 A5 2017.2.23

請求項５８に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６１】
　前記実行可能コードは、前記ワイヤレス通信デバイスに、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルを通じて、
および前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの追加のブロードキャストチャネルを通
じて、前記ターゲットレートで前記ブロードキャスト情報を受信することを行わせる、
請求項５８に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６２】
　前記実行可能コードは、前記ワイヤレス通信デバイスに、
　前記ブロードキャスト情報を通じて、アクセスのための信号強度情報、サービスプロバ
イダ情報、および近隣セル情報のうちの１つまたは複数を受信することを行わせる、請求
項５８に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６３】
　前記実行可能コードは、前記ワイヤレス通信デバイスに、
　前記ブロードキャスト情報を通じて、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記
ブロードキャストチャネルについての無線フレームサイクルを受信することを行わせ、情
報ブロックは、前記ターゲットレートに基づいて前記無線フレームサイクルにおける無線
フレームにマッピングされ、前記無線フレームの持続時間は、前記帯域幅スケーリングフ
ァクタに基づく、
請求項５８に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６４】
　前記情報ブロックは、少なくとも１つのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を備える、請
求項６３に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６５】
　前記情報ブロックは、少なくとも１つのマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）を備える、請求
項６３に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６６】
　前記実行可能コードは、前記ワイヤレス通信デバイスに、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルの１つまた
は複数のプライマリ共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）に関するスケーリングされた
拡散ファクタに基づいて、前記ターゲットレートで前記ブロードキャスト情報を受信する
ことを行わせ、前記スケーリングされた拡散ファクタは、前記帯域幅スケーリングファク
タによって、または前記帯域幅スケーリングファクタの分数によってスケーリングされる
、請求項５８に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６７】
　データ通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　通常帯域幅キャリアシステムに関するフレキシブル帯域幅キャリアの送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を膨張させることによって、時間膨張を用いるフレキシブル帯域幅キャリアシステ
ムのブロードキャストチャネルについてのターゲットレートを識別するように構成された
コード、ここにおいて、前記ターゲットレートは、前記ブロードキャストチャネルについ
てのスケーリングされたレートよりも高く、前記スケーリングされたレートは、前記通常
帯域幅キャリアシステムのブロードキャストチャネルについての、前記フレキシブル帯域
幅キャリアシステムに対応する帯域幅スケーリングファクタによってスケーリングされた
レートである、と、
　前記ターゲットレートを使用して、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムのブロー
ドキャスト情報を送信するように構成されたコードと
を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項６８】
　前記ターゲットレートは、ターゲットデータレートである、
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請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６９】
　前記ターゲットレートは、ターゲット繰返しレートである、
請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７０】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの追加のブロードキャストチャネルを追加す
るように構成されたコードと、
　前記ターゲットレートを使用して、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの両方の
ブロードキャストチャネルを通じて前記ブロードキャスト情報を送信するように構成され
たコードと
を備える、請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７１】
　前記ターゲットレートは、情報データレートであり、
　前記情報データレートは、前記通常帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチ
ャネルについての前記レートと実質的に同じである、
請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７２】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルにつ
いての無線フレームサイクルにおいて送信される各情報ブロックのロケーションを利用す
るように構成されたコードを備える、
請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７３】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記無線フレームサイクルにおいて各情報ブロックの前記ロケーションをスケジュール
するように構成されたコード
を備える、請求項７２に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７４】
　前記情報ブロックは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）である、
請求項７３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７５】
　前記情報ブロックは、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）である、
請求項７３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７６】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルにつ
いての無線フレームサイクルにおける無線フレームに情報ブロックをマッピングするよう
に構成されたコードを備え、前記無線フレームの持続時間は、前記帯域幅スケーリングフ
ァクタに基づく、
請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７７】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記ターゲットレートを使用して前記ブロードキャスト情報を送信するのを容易にする
ために、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルの１
つまたは複数のプライマリ共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）に関するスケーリング
された拡散ファクタを利用するように構成されたコードを備え、前記スケーリングされた
拡散ファクタは、前記帯域幅スケーリングファクタによって、または前記帯域幅スケーリ
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ングファクタの分数によってスケーリングされる、
請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７８】
　前記ブロードキャスト情報は、アクセスのための信号強度情報、サービスプロバイダ情
報、および近隣セル情報のうちの１つまたは複数を含む、
請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項７９】
　前記帯域幅スケーリングファクタは、整数値または有理数値である、
請求項６７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８０】
　データ通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　通常帯域幅キャリアシステムに関するフレキシブル帯域幅キャリアの送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を膨張させることによって、時間膨張を用いるフレキシブル帯域幅キャリアシステ
ムのブロードキャストチャネルを通じて送信されたブロードキャスト情報をユーザ機器に
おいて受信するように構成されたコード、ここにおいて、前記ブロードキャスト情報が受
信される際のターゲットレートは、前記ブロードキャストチャネルについてのスケーリン
グされたレートよりも高く、前記スケーリングされたレートは、前記通常帯域幅キャリア
システムのブロードキャストチャネルについての、前記フレキシブル帯域幅キャリアシス
テムに対応する帯域幅スケーリングファクタによってスケーリングされたレートである、
と、
　前記ユーザ機器との通信の候補セルを識別するために、前記ブロードキャスト情報を処
理するように構成されたコードと
を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項８１】
　前記ターゲットレートは、ターゲットデータレートである、
請求項８０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８２】
　前記ターゲットレートは、ターゲット繰返しレートである、
請求項８０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８３】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルを通じて、
および前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの追加のブロードキャストチャネルを通
じて、前記ターゲットレートで前記ブロードキャスト情報を受信するように構成されたコ
ードを備える、
請求項８０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８４】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記ブロードキャスト情報を通じて、アクセスのための信号強度情報、サービスプロバ
イダ情報、および近隣セル情報のうちの１つまたは複数を受信するように構成されたコー
ドを備える、
請求項８０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８５】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記ブロードキャスト情報を通じて、前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記
ブロードキャストチャネルについての無線フレームサイクルを受信するように構成された
コードを備え、情報ブロックは、前記ターゲットレートに基づいて前記無線フレームサイ
クルにおける無線フレームにマッピングされ、前記無線フレームの持続時間は、前記帯域
幅スケーリングファクタに基づく、
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請求項８０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８６】
　前記情報ブロックは、少なくとも１つのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を備える、請
求項８５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８７】
　前記情報ブロックは、少なくとも１つのマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）を備える、請求
項８５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項８８】
　前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　前記フレキシブル帯域幅キャリアシステムの前記ブロードキャストチャネルの１つまた
は複数のプライマリ共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ）に関するスケーリングされた
拡散ファクタに基づいて、前記ターゲットレートで前記ブロードキャスト情報を受信する
ように構成されたコードを備え、前記スケーリングされた拡散ファクタは、前記帯域幅ス
ケーリングファクタによって、または前記帯域幅スケーリングファクタの分数によってス
ケーリングされる、
請求項８０に記載のコンピュータプログラム製品。
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